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第１章 調査の背景 
 

モーリタニア・イスラム共和国（以下、「モーリタニア」と記す）は、国土の４分の３が砂漠で、国

家経済は農業、漁業及び牧畜を基盤とし、外貨収入は水産物及び鉄鉱石の輸出に依存している。鉱物

資源は輸出の50％、GNPの14％を占める重要産業であり、モーリタニア政府として、鉱物資源開発に

積極的に取り組んでいる。モーリタニア政府は、鉱業活動（探査、開発、操業）を促進するため、1980

年に鉱業産業省（現在の石油鉱山省）の下に地質調査所（Mauritanian Office for Geological Researches：
OMRG）を設立した。OMRGは、すべての鉱物に関する鉱山開発分野の担当機関で、外国企業に依存

せずに資源分析等を行えるようにキャパシティ構築を図ってきたが、人材、技術とも十分ではなく、

鉱物資源ポテンシャルを十分に発揮するに至っていない。 

我が国の対モーリタニア支援は、主に経済発展への貢献と基礎的な生活水準の向上を図ることを目

的として実施されており、経済発展のために鉱物資源開発推進は極めて重要な課題であるため、JICA
は2003年～2006年に「鉱物資源開発戦略策定調査」を実施している。 

 係る状況の下、モーリタニア政府は鉱物資源開発促進のため、鉱物資源開発戦略策定調査で提案さ

れた開発プランを基に、OMRG職員の鉱物資源開発能力向上を目的とした協力を要請してきた。 

 

第２章 調査の目的 
 

 本調査団は、モーリタニアにおける鉱物資源開発を取りまく環境やモーリタニアの鉱物資源開発能

力について調査を行い、モーリタニアの鉱物資源開発促進に必要な技術協力の内容、とりわけ専門家

のTORと供与機材について検討を行う。それらの検討結果を基に、専門家のTOR等についてモーリタ

ニア側と協議を行い、協力内容について合意を得ることを目的とする。 

 また、協議の結果についてはM/Mに取りまとめ、モーリタニア側と署名交換を行う。 

 

第３章 調査団の構成 
 

氏   名 担当分野 派遣期間 現     職 

芦野 誠 
Mr. ASHINO Makoto 団長/総括 

2007年５月13日～ 

26日

国際協力機構 経済開発部 

第２グループ 資源・省エネルギーチーム

チーム長 

大蔵 隆彦 
Mr. OKURA Takahiko 冶金学 

2007年５月13日～ 

26日

秋田大学 

教授 工学博士 

 

小林 悟 
Mr. KOBAYASHI Satoshi 協力企画 

2007年５月13日～ 

26日

国際協力機構 経済開発部 

第２グループ 資源・省エネルギーチーム

職員 

関田 眞理子 
Ms. SEKITA Mariko 通訳 

2007年５月16日～ 

23日
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第４章 調査日程 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Date Activities Accommodation

1 
May. 13 
(Sun) 

13:20 Departure from Narita (BA008) 
17:15 Arrival at HEATHROW 

London 

2 
May. 14 
(Mon) 

13:30 Departure from HEATHROW (BA6655) 
18:50 Arrival at Dakar 

Dakar 
NOVOTEL 

09:00 Courtesy Call on JICA Senegal Office 
10:30 Courtesy Call on Embassy of Japan 

3 
May. 15 
(Tue) 18:55 Departure from Dakar (V7320) 

19:55 Arrival at Nouakchott, Meeting with OMRG 

Nouakchott 
Mercure 

MARHABA 

4 
May. 16 
(Wed) 

09:00 Courtesy Call on OMRG, Discussion with OMRG 
10:00 Courtesy Call on Direction of Finance and Economical 
Cooperation, Ministry of Economic Affairs and Development 

Nouakchott 
HARIMA 

5 
May. 17 
(Thu) 

09:00 Discussion with OMRG 
10:00 Courtesy Call on Ministry of Petroleum and Mines 
11:00 Courtesy Call on Direction of Geology and Mines, Ministry 
of Petroleum and Mines 
11:30 Courtesy Call on PRISM (Project Unit of WB) 
14:00 Discussion with OMRG 

Nouakchott 
NOVOTEL 

6 
May. 18 

(Fri) 
09:00 Discussion with OMRG Nouakchott 

NOVOTEL 

7 
May. 19 

(Sat) 
07:30 OMRG Mine Concession Field Survey (Akjouit) 
Canadian Mining Company, etc 

Nouakchott 
NOVOTEL 

8 
May. 20 
(Sun) 

Preparation of M/M 
 

Nouakchott 
NOVOTEL 

9 
May.21 
(Mon) 

09:00 Discussion with OMRG, Finalization of M/M Nouakchott 
NOVOTEL 

10 
May.22 
(Tue) 

09:00 Discussion with OMRG 
17:30 Signing on M/M with DFEC and OMRG 

Nouakchott 
NOVOTEL 

11 
May.23 
(Wed) 

09:00 Lecture on Copper by Dr. Okura 
16:25 Departure from Nouakchott (V7321) 
17:25 Arrival at Dakar 

Dakar 
NOVOTEL 

12 
May. 24 
(Thu) 

09:00 Report to JICA Senegal Office 
10:30 Report to Embassy of Japan 
12:00 Briefing at JICA Senegal Office 

Dakar 
NOVOTEL 

03:00 Departure from Dakar (BA6656) 
10:00 Arrival at HEATHROW 13 

May. 25 
(Fri) 

13:45 Departure from HEATHROW (BA005) 

Flying 
Overnight 

14 
May. 26 

(Sat) 
09:15 Arrival at Narita 

- 
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第５章 主要面談者 
 

〔モーリタニア側〕 

（１）Ministry of Economical Affairs and Development 
Mr. Yahya Ould Abd Dayem Director, Direction of Economical Cooperation and Finance 

 
（２）Ministry of Petroleum and Mines 

Mr. Mohamed El Moctar Ould  
Mohamed El Hacen Minister 

Mr. Wane Ibrahima Lamine Director, Direction of Geology and Mines 
Dr. Khalido Boubou Lo Director General, OMRG 
Mr. N’Diaye Ousmane et Geologist, OMRG 
Mr. Mohamed Aldallahi O. El Houssein Chemist, OMRG 
Mr. Wa Nsanga Coordinator 

 
（３）PRISM 

Mr. Soueidatt Samory Director, Coordination Unit for Mining Project 
Mr. Gotthard Walser Senior Mining Specialist, World Bank 

 
（４）日本名誉総領事館 

Mr. Abdellahi Ould Moctar 
 
〔日本側〕 
（１）JICAセネガル事務所 

Mr. Eizen IREI Resident Representative 
Mr. Hisanao NODA Deputy Resident Representative 
Mr. Motoharu WAKABAYASHI Assistant Resident Representative 
Mr. Hiromichi MORISHITA Assistant Resident Representative 

 
（２）在セネガル日本大使館 

Mr. Hiroki SUGIYAMA Second Secretary 
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第６章 団長所感 
 

１．概観・開発調査の活用状況 

本調査団は、JICAが実施した「鉱物資源開発戦略策定調査」終了後約１年経過し、カウンターパ

ート（C/P）機関OMRGにおける職員の鉱物資源開発能力向上を目的とした協力についてモーリタニ

ア関係機関と協議を行った。 

OMRGは標記調査について評価をしており、例えばJICAで調査を実施した13地点のうちいくつか

の地点については外国からの鉱業開発投資が始まるなどの動きがあるなど、開発調査の有効活用が

図られている。 

２．OMRG組織 

OMRG組織予算について100万ドル／年、そのうち約半分が120人の職員給与にあてられている。

１年半前にかわったOMRG、Lo総裁によると同組織に必要な職員数は40名であり、政府に過剰な人

材を削減するよう要請しているとのこと。 

OMRGは1980年代から2002年まで約20年間、EU、フランスの援助により鉱物資源探査機材、原子

吸光分析計、薬品等の機材供与と専門家派遣の援助を受けてきた。現在はEU、フランスにより供与

された探査機材のほとんどが使用不能である。特に原子吸光分析計は2002年以降メーカーが同型機

種を製造していなくメンテナンス不能なため使用不能となっていた。その後JICAが2003年～2006年

まで標記開発調査を実施し、調査に必要な最小必要限の機材として偏光顕微鏡、携帯型変質鉱物簡

易同定装置（POSAM）、パソコン、スキャナー、プロッター等を供与した。 

C/P機関の職員はJICAからの機材供与に期待が高く、使用可能な機材が少ないために鉱業活動が

困難と思い込んでおり、自助努力なしに援助機関に頼りきっていると思われる。 

３．本協力の意義 

モーリタニア国内で高精度化学分析を行う機関がなく海外の化学分析会社に分析を依頼せざるを

得ない状況にある。このため、今年、石油鉱山省がモーリタニア国内で化学分析ができる機能をも

たせるために、OMRGにその役割を担わせるべく位置づけた。更にリモートセンシング技術につい

ても国内唯一の技術をもつ機関として位置づけた。 

以上の背景のとおり、本協力では化学分析分野について最低限度の機材として原子吸光分析計を

供与し、化学分析の短期専門家派遣による技術移転を行うことにより、今後OMRGが鉱業活動を積

極的に可能となると判断した。 

また、上記開発調査でリモートセンシング技術について技術移転を行ったが、国内唯一のリモー

トセンシング技術をもつ機関として位置づけられたことから、更にリモートセンシング技術を向上

するための短期専門家派遣による協力を行うことは有効と判断した。 

４．日本からの投資 

モーリタニア鉱業分野への外国からの投資は入りつつあるが、日本からの投資についての動きは

なく、経済財務省経済開発局長との協議において日本からの投資を期待している旨の発言があった。

このような背景から、日本でモーリタニアの鉱物資源情報を発信するために本プロジェクトでC/P
を受け入れることは有効と思われる。 

具体的には2006年度から2008年度まで２月～３月に実施しているアフリカ地域地質・鉱業資源情

報整備研修（Geological Mapping and Mineral Information Management）への参加が効率的と思われ

る。特にプロジェクト実施期間中である2007年度については、同研修コースにおいて本邦投資家へ
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のセミナーを１日開催されることを検討中であり、同セミナーへの参加を目的とする国別研修（C/P
研修）が考えられる。 

また、同局長は在日モーリタニア大使館と近い将来、日本で投資セミナーを開催の可能性につき

相談中とのこと。仮に投資セミナーが開催されるならばJICAも鉱業分野についてセミナーへ積極的

に支援することが重要と考える。 

５．世界銀行との連携 

世界銀行は1999年から2008年まで鉱業セクター能力構築計画（PRISM）で、石油鉱山省の組織能

力強化を目的とし、民間投資を呼び込むための法制度構築、100万分の１、20万分の１の地質図作成

等を中心とする協力を実施している。PRISMプロジェクトでは省内の組織能力強化としつつも、

OMRGとの連携は必ずしも十分には図られていないとの意見もあった。しかし、調査団滞在中、石

油鉱山省が中心となりPRISMプロジェクトとOMRGが連携するよう調整することとなった。 

６．今後の協力の方向性 

本プロジェクトでは上記のとおり開発調査では必ずしも十分に技術移転ができなかった分野につ

いて最小必要限の投入で協力をするが、OMRGはJICAから将来的に機材を中心とした大型プロジェ

クトを期待している。OMRGが設立された1980年以来、外国援助機関に大きく依存してきた組織の

職員意識は、いまだ外国からの援助へ依存する意識が高い。このため、OMRGが自助努力による自

立発展をめざし、安定的な鉱業活動を行えるようになることが重要であると思われる。 

今後、JICA協力の方向性として、石油鉱山省内におけるOMRGの自助努力による自立発展性・安

定的な鉱業活動、かつ日本企業の投資可能性などの条件が整えば技術協力プロジェクト等の協力を

検討することは一案と思われる。また、日本企業の投資呼び込み・組織自立発展のための自助努力

を目的とするC/Pを継続的に受け入れることは重要と思われ、具体的には2008年度まで実施される集

団研修「鉱山開発と持続可能な成長（Sustainable Development of Mining）」、地域別研修「アフリカ

地域地質・鉱業資源情報整備研修（Geological Mapping and Mineral Information Management）」の参

加が考えられる。 

 

第７章 団員所感 
（秋田大学 ベンチャー･ビジネス･ラボラトリー 大蔵隆彦 教授） 

 

１．OMRGの印象 

（１）活動状況 

年間予算は、100万ドルでその内人件費が50％強ということであるが、所内を回った限りお金を

かけている痕跡は見当らない。その後判明したことによれば、革命後給与が２倍になったのでそ

れにともなって全体予算額も大きくなった。また、それまでは年間予算がそう多くなかったこと

と、共同プロジェクトのOMRGとしての負担に使われていたとのことである。 

2002年原子吸光分析装置が完全に故障して以来、受託分析を行っておらず、わずかにPRISMで

の鉱石の粉砕・縮分の受託業務のみであり、ずっと収入はゼロであった。それと同時に、地質調

査部門の活動も落ち込み、全く何もやっていない状況である。５万分の１の地質図作成の計画は

立案済みとのことであるが、資金がなく実行に移せないでいる。 

粉砕・縮分装置（ダスト吸引装置付属）は稼働可能である。研磨機・薄片製造・顕微鏡はJICA
が供与した反射顕微鏡も含めてほぼ使用可能である。化学分析のための試薬・器具類は見当らな
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かったがドラフトはあるので、化学分析の開始は短時間で可能であろう。 

執務室には本棚もない部屋が多い。机上にも書類はない。ただパソコンだけは目につくほど多

数あり、無線LANも導入されている。情報はウェブでしか入手できない状況のようである。 

男性は全体に高齢化しているようである。たしかに仕事がなければ若い優秀な技術者が去って

いくのは理解できる。 

所内の倉庫や空き地には、廃棄自動車類が多数放置されている。数台の車を所有している。所

長は「透明性を確保して在任中にOMRGの改革の方向を示す」意欲で取り組んでいる。PRISMの

SIGMデータベースの構築を省のほうで担当したとのことと、化学系の学者であることから、地質

調査そのものにはいまだ興味が向いていないようである。 

（２）講義及び講演時の聴衆者の印象 

初日に所長を含む幹部３名に硫黄に関する講義を約２時間行った。非常に興味をもって聞いて

いた。その後、銅精錬とプラチナに関する２件の講義を所員に行うよう依頼された。 

約20名強（うち女性２名）が講義を聞いた。通訳なしでも銅精錬の講義で３時間かかり、プラ

チナの講義を取りやめ、最後にOMRGの改革に向けた意識改革と今すぐ取り組むべき課題を、歴

史と文化の違いからなじまないかもしれないという前提で話をした。新鮮な情報を待っているよ

うに感じられた。英語は数人を除き、あまり理解していないようであった。しかし、所長も話し

ていたが、英語学習の意識が更に強くなる契機になったと思われる。 

（３）給与水準 

通常の給料では生活を賄えないようである。副業も許されているようではある。 

 

２．Akjoujt近郊のGuelb Moghrein鉱山 

視察を行った銅鉱山は、12kt-Cu in 銅精鉱／年と小規模の鉱山である。総投資額は５千万ドルと

のことである。カナダ資本であるだけに、オーストラリア・イギリス・中国・フィリピン等から若

い技術者を集め、操業の改善に努めている。2006年秋から本格操業を開始し、いまだ安定していな

いためか、ガードが固く、山の上から露天掘りを見ただけである。Asが高いことから、１次破砕後

の鉱石をドーム型の貯鉱舎に貯蔵し、その後２次破砕、浮遊選鉱というプロセスであり、製品の銅

精鉱はAs品位で２か所に貯蔵している。 

ヘッドグレード（銅精鉱の原料とする銅鉱石の銅品位）が、1.8％と非常に高いことから経済性を

もっているのかもしれない。またカットオフグレード（捨て去る不要の鉱石中銅品位）も１％で高

い。いずれは、この捨て去った鉱石からの銅の浸出も考えているとも考えられる。 

精鉱はコンテナに積み込みトラックで片道250kmのヌアクショットの港まで運んでいる。輸出先

は中国とのことである。フレートが高く、とても日本では買えないが、製錬コストが安く原料が不

足している中国なら買い付けるかもしれない。 

労働者の数は500人とのことである。この鉱山が、その家族約3,000人（所在している県の総人口

が8,000人）の生活を支えている。このような環境下にある社会が発展していくには、鉱山業が重要

な役目を果たしていることを実感させられた。しかしながら、鉱山の寿命は９年であるとのことな

ので、OMRGや外国企業による新鉱床の発見が強く待たれている。 

 

３．白金族金属について 

OMRGからの要請書では、この分野の専門家とこれら金属を分析できる最高級の原子吸光分析装
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置を要求されていた。大学内の専門家に聞いたが、原子吸光分析法による白金族金属の分析は難し

く、日本の専門家でさえカナダに依頼しているとのことであり、また前調査団もカナダへ依頼して

いた。調査期間中の議論を通して、白金族金属への言及はほとんどなかった。地質調査に着手した

い地域を聞いたところ、前調査団が白金を発見した付近である。たしかに白金族金属が生産される

にこしたことはないが、可能性がそう高くないこともある程度理解しているようである。 

 

４．支援のあり方 

かつての日本においては、黒鉱は江戸時代から十分に開発されており、鉱山・製錬業は財閥の母

体となり、新たな鉱床を見つけるべく官及び産の資源開発部隊は国内で活躍の舞台があった。国内

資源の枯渇後は日本が資源を求めて世界へ向かい、官もまたこれを支援したので現在でも活躍して

いる。モーリタニアでは自国資本による鉱山業が育っておらず、OMRGにとって厳しい状況が当分

続くものと思料する。しかしながら、モーリタニアが発展していくには、可能性がありそうな鉱山

業が起こることが必要であり、国内唯一の機関であるOMRGが地道に力をつけて鉱山業の基礎情報

を発信していかなければならない。まずは、自助努力を基本とし、JICA並びにPRISMの支援により

｢存在価値｣を高めることが肝要であると思料する。 

OMRGでも当然考えているのであろうが、存在価値を示す２つの方向（案）を以下に示す。２つ

とも同時にやれれば有効であるが、まずはどちらかに重点を置くべきであろう。 

（１）分析センターとしての存在価値向上 

・開発ジュニアも現地での迅速な分析サービスがあれば非常に助かる。収入があることから、30

人程度は生きていけるであろう。分析建屋は比較的しっかりしており、必要な資材は原子吸光

分析装置 and/or ICPである。試薬類には、そうお金はかからない。 

・討議の結果、原子吸光分析装置の設置及び専門家の派遣を行うこととなったが、OMRGの存在

価値向上に資するものと考える。 

・結果としてJICAの支援は本体のみとなり、ランプや据え付け費用をOMRGが負担することとな

った。このことは、OMRGが本気で改善・保守を考えるであろうことから、たいへんよいこと

と思料する。また、現場を再訪しメーカーへ提供する環境情報と砂侵入防止の対策と分析建屋

全体を完璧に清掃するよう指導した。準備の進捗状況の把握は、写真を電子メールで送っても

らえば可能と思料する。 

（２）地質情報センターとしての存在価値向上 

・PRISMによる20万分の１の地質図は、もうすぐ終了する。より詳細な５万分の１の地質図が待

たれている。 

・いかにして有望地域を選定し、機材と人を投入するかであるが、例えば10か月×５～10人でカ

バーできる範囲は、５万分の１の地図１枚と見積もっている。必要な機材は、それほど多くは

ない。ただ、初期の計画段階で、LANDSATやASTERのデータを処理し解釈する技術が必要で

ある。今回、この分野での専門家派遣がなされることは時宜を得たものと思料する。 

・成果が出てもすぐに海外企業に鉱区を押さえられてしまうが、もし開発されればそれはモーリ

タニアにとってよい事であり、国家の発展に寄与したものと「宣伝」して存在価値を高めてい

くべきである。 

・次のステップは、具体的な探査活動である。これには空中探査や地上探査用の高価な機材と技

術を必要とする。当面は不可能であろう。 



－8－ 

第８章 調査・協議結果 
 

１．概論 

 （１）本協力の位置づけ 

    本協力は、（ア）鉱物の化学分析能力の向上、（イ）リモートセンシング技術の向上を図るも

のとし、総合的にモーリタニアの鉱物資源開発機関であるOMRG職員の鉱物資源開発に係る能

力向上を目的する。 

 （２）JICA投入について 

   １）専門家 

物理探査（２名）、プラチナ族鉱物（２名）、化学（１名）の計３分野、各２か月の短期専

門家派遣を要請されていたが、協議の結果、化学１名、リモートセンシング１名の派遣を行

うものとする。派遣期間は予算を考慮して決定するが、化学は最短でも0.75M/Mの派遣を必

要とする。 

   ２）機材 

金及び銅の分析に必要な最低限のスペックを有する原子吸光分析装置の本体を供与するこ

ととした。本体以外のランプ、本体据え付けはC/Pが手配及び費用負担を行う。また、本体導

入前に、研究所の環境を整え、専門家派遣時には原子吸光分析装置が使用可能な状態にして

いることを条件としている。 

 （３）C/Pの負担事項 

本プロジェクトの技術移転はいずれもOMRG敷地内の研究所で実施するため、現地踏査は行

わない。したがって、現地踏査に係る車輌・燃料費は不要。また、日々の通勤車輌はC/P側で手

配する。 

 

２．協議・確認項目 

協議事項 現状及び要望内容 協議結果 

１．本協力の

位置づけ

について 

鉱業は外貨収入の重要産業として、一層のポテンシ

ャル発掘を求められており、OMRG職員の鉱物探査

や化学分析能力の向上が必要とされている。 

・鉱業セクターの現状、鉱物資源開発政策について確認。

・鉱物資源開発戦略策定調査実施後の状況を確認。 

→ 調査終了後にクーデターが起こり、開発戦略プランは

ほぼ進捗していない。OMRGとして英語研修等の実施

可能なものは実施している。 

・OMRGの業務内容、設備状況、職員の能力について確認。

→ モーリタニアにおける鉱物物理探査・化学分析を担

う。ただし、分析機器がすべて老朽化等により使用不

能で、地質調査所としての機能を果たせていない。 

２．他ドナー

協力動向 

世界銀行によるPRISMで、鉱業部門の能力構築、情

報インフラ整備を実施している。 

・世界銀行との協議において、左記プロジェクトの動向を

確認。 

・世界銀行の今後の支援の方向性について確認する。 

・今回のJICA協力に対する期待、連携可能性について確

認する。 

→ 下記確認 

- 現在PRISM2にて20万分の１地質図作成、データベース

構築人材育成を実施中。また鉱山開発に必要な給水支
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援（水脈探査、井戸掘り）を検討中。鉱山閉山後の自

立支援のためのマイクロファイナンスを実施中。 

- OMRGはPRISMから除外されており、今後、研修等での

参画を模索中。 

３．実施体制の確認 

(1) 援助受入窓口：経済開発省（Ministry of Economy 

and Development） 

(2) 所轄官庁：鉱工業省（Ministry of Mines and 

Industry） 

(3) 実施機関：OMRG 

(1) 関係機関 

(4) プロジェクトサイト：OMRG 

・左記について確認を行う。 

→ 下記確認 

- 窓口：経済開発省財務経済協力局（ Direction of 

Cooperation and Finance, Ministry of Economical Affairs and 

Development） 

- 所管：石油鉱山省（Ministry of Petroleum and Mines）

- 実施機関・プロジェクトサイト：同左 

(1) 総括責任者（Project Director）： 

OMRG所長（Director General of OMRG） 

(2) 実施体制 

(2) 実施責任者（Project Manager）： 

OMRG所長（Director General of OMRG） 

・小規模プロジェクトであり、総括責任者と実施責任者は

OMRG所長の兼務を提案、合意を得る。 

→ 先方合意 

４．協力内容の確認 

(1) 協力期間 JICAによる承認後、１年間。 ・開始時期は2007年11月以降、2007年度内終了。 

(2) 名称 （和）鉱物資源開発研究強化プロジェクト 

（英） the Project for the Reinforcement of Mineral 

Exploitation Research in the Islamic Republic of 

Mauritania 

・左記について確認を行う。 

→ 確認 

(3) 技術移転

分野 

- 物理探査 

- プラチナ族鉱物鉱床学 

- 化学 

・技術移転分野として左記３分野が要請されているが、

OMRGのニーズ、設備、予算措置、C/Pの能力を確認し、

１～２分野に絞ることで検討する。 

・協議の結果、要請のあった３分野以外についても合意が

得られた場合は、技術移転の対象として検討する。 

→ 技術移転分野は、①化学②リモートセンシングの２分

野で、①を優先とし、②はJICA予算により検討。 

(4) 上位目標 モーリタニアの鉱物資源開発が促進される（要望調

査）。 

OMRGによる探査・鉱物分析の実施が促進される。 

→ OMRGによる鉱物探査の促進 

 

(5) プロジェ

クト目標 

鉱物資源開発担当機関の研究者の能力が向上する。 OMRG職員の能力が向上する。 

→ 鉱物探査能力の向上 

(6) 成果 (1) 研究活動に関するガイドラインの策定 

(2) 研究マニュアルの策定 

(3) 専門家による技術移転 

（物理探査） 

(1) 物理探査指針の作成 

（プラチナ族鉱物鉱床学） 

(1) PGM鉱化作用に関する既存データの取りまとめ 

（化学） 

(1) 化学分析指針（分析器具リストを含む）の作成 

→ 下記にて合意 

（化学） 

  原子吸光分析装置（AAS）による分析マニュアル（英

語） 
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（リモートセンシング） 

  鉱物潜在地域選定図サンプル 

(7) 活動 【物理探査専門家】 

- 物理探査技術（磁気、重力、電磁気手法）に関す

る指導 

- 供与機材によるAkjoujt地方物理探査の実施と指導

- 物理探査データの処理・解析技術の指導 

- 物理探査装置の導入に関する助言 

- 物理探査に関する技術マニュアルの作成 

- ワークショップの開催 

【プラチナ族鉱物鉱床学専門家】 

- PGM資源の地質・鉱床・鉱物学特徴についての指

導 

- PGM鉱化作用に関する既存データの取りまとめと

評価 

- 顕微鏡観察による鉱物学的及び記載岩石学的解析

の指導 

- PGM鉱物分析作業フローの作成 

- PGM資源ポテンシャルの高い地区での地質探査の

指導 

- サンプル採取方法の指導 

- PGM資源に関するセミナーの開催 

【化学専門家】 

- 原子吸光分析法による分析に適した分析設備環境

の整備 

- 分析装置の使用方法に関する指導 

- 化学分析技術マニュアルの作成 

- 必要とされる化学分析器具リストの作成 

- ワークショップの開催 

・機材供与有無の影響が少ない活動について、OMRGのニ

ーズや職員の能力、専門家派遣期間を勘案して、絞り込み

を行う。 

【物理探査専門家】 

(1)-1 物理探査技術に関する講義 

(1)-2 物理探査データの処理・解析の指導 

(1)-3 物理探査装置の導入に関する助言 

(1)-4 物理探査技術に関するワークショップの開催 

【プラチナ族鉱物鉱床学専門家】 

(2)-1 PGM資源の地質・構想・鉱物学特徴についての指導

(2)-2 PGM鉱化作用に関する既存データの取りまとめと

評価 

(2)-3 顕微鏡観察による鉱物学的及び記載岩石学的解析

の指導 

(2)-4 PGM鉱物の室内試験法の提案 

(2)-5 PGM資源ポテンシャルの高い地区での地質探査の

指導 

(2)-6 サンプル採取方法の指導 

(2)-7 PGM資源に関するセミナーの開催 

【化学専門家】 

(3)-1 化学分析マニュアルの作成 

(3)-2 必要とされる化学分析器具リストの作成 

(3)-3 化学分析技術に関するワークショップの開催 

→ 下記にて合意 

 

【化学専門家】 

(1)-1 AASによる分析に関する講義 

(1)-2 AASによる分析のための前処理のレビュー 

(1)-3 AASによる分析マニュアルの作成 

(1)-4 鉱物分析に関するワークショップの開催 

【リモートセンシング】 

(2)-1 リモートセンシングソフトウェア使用方法トレー

ニング 

(2)-2 鉱物分析への応用トレーニング 

(2)-3 鉱物潜在地域選定図のサンプル作成 

５．投入内容の検討 

(1) 専門家 短期専門家３分野（５名）×２か月：10M/M（要望

調査） 

・物理探査 

・プラチナ鉱物鉱床学 

・化学 

・鉱物資源開発における重要性、OMRG C/Pのニーズ、能

力、設備、予算を勘案し、投入分野、期間を整理する。予

算上、投入可能なM/Mは２～３M/M。 

・協議の結果、要請のあった３分野以外についても合意が

得られた場合は、派遣の対象として検討する。 

→ 短期専門家２分野（化学、リモートセンシング）。派

遣は化学を優先（最小0.75M/M）し、リモートセンシ

ングの派遣は予算を勘案し、決定する。 
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(2) 機材 - 物理探査機材（重力計、磁力計、電磁探査機） 

- 探査解析ソフト（Surfer、Oasis Montaj等） 

- 原子吸光分光光度計 

- 調査機材（ノートパソコン、GPS、GISソフト、衛

星画像処理ソフト、ナビゲーションソフト） 

・衛星携帯電話 

・JICAリソースのほとんどを専門家派遣費用に充当せざ

るを得ないため、機材供与は地質調査に用いるGPS受信

機、ハンマー等の小額機材までにできないか協議する。た

だし、物理探査機材にはリース可能なものもあるので、必

要に応じてリース対応可否についても確認する。 

→ 現在所有しているAASが使用不能、専門家派遣時のリ

ース対応では持続的な業務を続けられないなどの事

情を勘案し、AAS本体のみを供与。周辺備品（ホロカ

ソードランプ等）、据え付けはOMRG側が手配。 

(3) 研修 C/P研修の要請はなし ・予算の都合上、専門家M/M及び供与機材が限られている

ため、本邦研修の代替実施についても検討する。 

→ アフリカ地域別研修「地質・鉱物資源情報整備コース」

に合流（短期間）する形で実施。 

６．OMRG便宜供与の確認 

(1) C/P - 物理探査：４名 

- プラチナ族鉱物鉱床学：４名 

- 化学：１名 

・協力内容に応じたC/Pの配置を検討し、C/Pが実施し得る

活動内容について確認する。 

・派遣期間が短期であるため、フルタイムのC/Pを基本と

する。 

→ 化学、リモートセンシング：各４名 

(2) 活動費 - 専門家の現地での食費 

- C/Pの移動費 

(3) 施設･設

備 

- 事務室２部屋 

- 会議室１部屋 

(4) その他 - OMRG所有機材：（岩石）偏光顕微鏡、原子吸光分

析装置 

・プロジェクトサイトの施設・設備を確認するとともに、

C/Pの提供できる機材、予算等を確認する。 

・専門家の執務スペース、事務所設備等について確認する。

・C/P機関としてプロジェクトに提供できる施設、機器、

車輌等の便宜供与内容について確認する。なお、フィール

ド調査に用いる車輌については、C/P機関が準備する方向

で調整する。 

・偏光顕微鏡（開発調査にて供与）、原子吸光装置の現状

を確認し、プロジェクトでの使用可否について検討する。

→ 下記確認 

- 専門家執務スペース、リモートセンシング用PCあり。

- 1992年にEUにより供与されたAASは使用不能（機種が

古く部品交換が不可）。AAS導入前に研究室の環境整備

が必要。前処理用ドラフトチェンバーは稼動。 

- 現地調査は実施しないため、車輌（4WD）は不要。た

だし、専門家の通勤手段はOMRGで手配。 

- 偏光顕微鏡は使用可能な模様。だが、仕事がなく、使用

している様子なし。 

7．その他 

(1) M/M M/M署名については、下記署名組織を想定している。

・管轄官庁：鉱工業省 

・実施機関：地質調査所 

・JICA調査団 

・左記署名組織の署名者を確認し、協議した内容について

署名する。 

・１億円未満の小規模案件のため、R/D署名は不要

（2005.8.24本部主管プロジェクト種類別意思決定プロセ

ス参照）。 

→ 経済開発省財務経済協力局長、OMRG所長、調査団長

にて署名 
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(2) 現地一般

事項 

・車輌賃借料、燃料費 

・通訳費、翻訳費 

左記について情報を収集する。 

→ 下記確認 

- 車輌賃借料（セダン：約１万円／日、4WD：約２万円

／日） 

- 通訳はOMRGコーディネーター（Mr. Wansanga）が実

施。 

(3) 現地安全

状況 

・協力分野によっては、地方の鉱区における現地踏

査が想定される。ため、複数車輌による移動、衛星

電話の携行等を義務づける。 

・現地踏査時の複数車輌による移動、衛星電話の携行等に

ついて提案する。 

→ 現地踏査を行わないので、衛星電話等不要。  
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